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（（（（訂正訂正訂正訂正）「）「）「）「平成平成平成平成 22222222 年年年年３３３３月期月期月期月期    第第第第２２２２四半期四半期四半期四半期決算短信決算短信決算短信決算短信」」」」のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

平成 21 年 11 月６日付「平成 22 年３月期 第２四半期決算短信」について訂正がありまし

たのでお知らせいたします。 

 

１． 訂正の経緯  

訂正の経緯につきましては、平成 25 年 10 月 25 日付「不適切な会計処理が行われていた

可能性についてのお知らせ」および平成 25年 11 月 5 日付「社内調査委員会の調査報告書の

受領及び当社の対応について」にて開示しておりますので、ご参照ください。 

２． 訂正内容  

訂正箇所には下線を付して表示しております。  

 

 

以上 



【訂正後】

１．平成22年３月期第２四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（財）財務会計基準機構会員

平成22年３月期 第２四半期決算短信
平成21年11月６日

上場会社名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コード番号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼執行役員管理本部長 (氏名)  山本 忠義 ＴＥＬ025－778－0111
四半期報告書提出予定日 平成21年11月13日 配当支払開始予定日 －

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期第２四半期 9,806 △2.8 △511 － △897 － △538 －

21年３月期第２四半期 10,090 － △1,401 － △1,736 － △1,126 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年３月期第２四半期 △15.25 －

21年３月期第２四半期 △37.13 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年３月期第２四半期 34,475 3,849 10.3 100.85

21年３月期 30,450 4,656 14.6 148.73

（参考）自己資本 22年３月期第２四半期 百万円3,565 21年３月期 百万円4,431

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

22年３月期 － 0.00

22年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 無

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,800 4.6 2,720 109.3 1,970 267.7 1,030 615.7 29.19

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無



４．その他

［新規 社（社名 ）除外 社（社名 ）］

［(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］

［(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］

(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

［(注)詳細は、５ページからの【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］

(４) 発行済株式数（普通株式）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１ 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成しておりますが、実際の業績は今後様々な要因によ

って予想数値と異なる場合があります。

２ 当社は、平成21年４月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結会計年度

の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期連結累計期間に係る１株当たり四半期純損失金額は

△30.93円であり、前連結会計年度末の１株当たり純資産額は123.94円であります。

(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無

－ －

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 有

①  会計基準等の改正に伴う変更 無

②  ①以外の変更 有

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 22年３月期第２四半期 38,890,375株 21年３月期 32,408,646株

②  期末自己株式数 22年３月期第２四半期 3,535,138株 21年３月期 2,614,852株

③  期中平均株式数(四半期連結累計期間) 22年３月期第２四半期 35,287,164株 21年３月期第２四半期 30,329,778株



当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部には景気回復の兆しが見えつつあるものの、企業収益の減少

から雇用情勢は急速に悪化し、先行きの不透明な状態が続いております。このような経済環境の中、消費者の生活防衛

意識の高まりから低価格志向・節約志向が急速に進み、個人消費は大きく落ち込む結果となりました。

当社グループにおきましても、こうした個人消費の悪化に加え、天候不順による需要の落ち込みなども影響し、総じ

て厳しい販売環境となりました。その中で当社グループは、品質や安全性からの商品価値の訴求に取り組むと共に、小

型パックの商品化等の消費者ニーズに応えた販売戦略を展開してまいりました。その結果、茸の国内売上高は、まいた

けが33億29百万円（前年同期比2.6％減）、えりんぎが19億８百万円（前年同期比0.3％減）、ぶなしめじが20億１百万

円（前年同期比0.6％増）となりました。

海外（中国）で生産・販売を行っているえのき茸は、工場増産による出荷量の増加の効果から売上高は３億34百万円

（前年同期比19.2％増）と増収となりました。

もやしの販売は、景気悪化が進む中で安価な食材として一時的に需要が伸びたものの、一方では野菜が潤沢に出回っ

たことによる青果相場下落の影響もあり、売上高は７億91百万円と前年同期と横ばいの実績となりました。

一方コスト面では、前年において穀物価格や原油価格が高騰したことを背景に、使用済み培地の再利用や燃料使用量

の削減対策が進んだことと、生産・販売両面から製品化率の改善＝ロスの低減や2002年完成した第４バイオセンターの

機械装置等のリース期間満了に伴う賃借料の減少等から、製造原価の低減が実現しました。販売費及び一般管理費につ

きましても、あらゆる角度から費用削減に取り組んだ結果、大幅なコストダウンが図られました。

もやしの製造を行う株式会社雪国バイオフーズにおきましても、エネルギーコストを中心に製造原価

の削減が進み、利益率の改善が図られました。 

この結果、当第２四半期の売上高は98億６百万円（前年同期比2.8％減）と若干の減収となりましたが、営業損益は

５億11百万円の損失（前年同期は14億１百万円の営業損失）、経常損益は８億97百万円の損失（前年同期は17億36百万

円の経常損失）、四半期純損益は５億38百万円の損失（前年同期は11億26百万円の純損失）と、いずれの段階損益でも

改善が図られました。

【参考】事業別売上高

・定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

事業の種類

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

まいたけ 3,329 97.4

えりんぎ 1,908 99.7

ぶなしめじ 2,001 100.6

その他生茸 334 119.2

生茸事業 7,573 99.6

加工食品事業 465 100.9

もやし事業 791 100.0

その他食品事業 617 75.4

食品事業計 9,448 97.7

その他の事業 357 86.0

合計 9,806 97.2



（財政状態に関する分析）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて13.2％増加し、344億75百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて59.5％増加し、97億14百万円となりました。これは主に、現金及び預金が19

億69百万円、受取手形及び売掛金が３億62百万円、商品及び製品と仕掛品が５億94百万円、繰延税金資産が３億91百万

円増加したこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.6％増加し、247億44百万円となりました。これは主に、有形固定資産が１

億54百万円、中国現地法人に対する関係会社出資金が２億89百万円増加したこと等によります。

負債の部では、流動負債が、前連結会計年度末に比べて34.7％増加し、176億72百万円となりました。これは主に、

運転資金として調達した短期借入金が43億84百万円増加したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、129億54百万円となりました。これは主に、長期借入金が１億

47百万円、長期リース債務が１億26百万円増加したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて17.3％減少し、38億49百万円となりました。これは主に、剰余金の配当２

億97百万円と四半期純損失５億38百万円の計上による利益剰余金の減少等によります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は11億13百万円（前年同期比45.8％減）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純損失８億88百万円（前年同期17億89百万円の純損失）等によるものでありま

す。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は９億22百万円（前年同期比262.0％増）となりま

した。これは主に、関係会社出資金の払込みによる支出２億89百万円及び貸付けによる支出２億81百万円（前年同期

比799.3％増）等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の収入は、40億53百万円（前年同期比12.8％増）となりま

した。これは主に、短期借入金の純増加額41億95百万円（前年同期比7.2％減）及び社債の発行による収入５億83百

万円等によるものであります。

当社グループは、本年11月より当社の「雪国まいたけ」「雪国えりんぎ」「雪国ぶなしめじ」や「雪国もやし」にキ

ャベツ、にんじん等の生鮮野菜をミックスした加熱調理用カット野菜の販売を開始いたしました。手軽に調理に使え、

無駄のない経済的な食材であり、当社の「茸」や「もやし」と同じく、自社による残留農薬検査等を実施した安全な商

品で、消費低迷が今暫く続くことが見込まれる中で、消費者ニーズに合致した商品として期待しております。発売時は

３種類の商品となりますが、今後は、色々な料理に合わせた品揃えを進めると共に、カット野菜用の調味料のセット販

売も計画しており、まいたけエキスを抽出して製造した当社の健康食品「ＭＤフラクション」を全調味料に入れるなど

「雪国まいたけ」ならではの商品開発を進めていく予定であります。

通期の業績につきましては、これらの新商品の売上増加の影響等も踏まえ、平成21年10月14日付「業績予想の修正に

関するお知らせ」において公表いたしました業績予想値を見込んでおります。

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表等

における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．重要な繰延資産の処理方法

（社債発行費）

従来、支出時に「営業外費用」として全額費用処理しておりましたが、今後の社債による資金調達の大型化と社

債発行費の金額的重要性が増すことに鑑み、より適正な期間損益計算を行うため、第２四半期連結会計期間より、

社債の償還までの期間にわたり利息法による償却方法に変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の「経常損失」及び「税金等調整

前四半期純損失」は、それぞれ16百万円減少しております。第１四半期連結累計期間は、社債発行費に該当する取

引がなかったため、第１四半期連結累計期間に係る四半期財務諸表に与えている影響はございません。

２．表示方法の変更

（四半期連結貸借対照表関係）

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府

令第50号）が適用となることに伴い、前第２四半期連結会計期間において、「商品」「製品」「半製品」として掲

記していたものは、第１四半期連結会計期間から「商品及び製品」と掲記し、また、「原材料」及び流動資産の

「その他」に含めて表示しておりました「貯蔵品」（前第２四半期連結会計期間は17百万円）は、「原材料及び貯

蔵品」として掲記しております。なお、当第２四半期連結会計期間におけるそれぞれの金額は、「商品」２億48百

万円、「製品」６億83百万円、「半製品」３億19百万円、「原材料」４億６百万円、「貯蔵品」24百万円でありま

す。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「デリバティブ収

益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「デリバティブ収益」は０百万円であ

ります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお

りました「貸付けによる支出」は、重要性が増加したため、当第２四半期累計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「貸付け

による支出」は△31百万円であります。

４．その他



５．【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成21年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,164 1,195

受取手形及び売掛金 1,727 1,365

有価証券 100 －

商品及び製品 1,252 1,037

仕掛品 1,777 1,397

原材料及び貯蔵品 431 456

繰延税金資産 532 140

その他 771 537

貸倒引当金 △42 △40

流動資産合計 9,714 6,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,407 13,683

土地 6,770 6,765

その他（純額） 2,280 1,855

有形固定資産合計 22,457 22,303

無形固定資産 228 237

投資その他の資産

その他 2,158 1,917

貸倒引当金 △100 △98

投資その他の資産合計 2,058 1,819

固定資産合計 24,744 24,360

繰延資産 16 －

資産合計 34,475 30,450



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成21年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 587 454

短期借入金 14,130 9,746

未払法人税等 29 134

引当金 219 217

その他 2,705 2,568

流動負債合計 17,672 13,121

固定負債

社債 2,202 2,152

長期借入金 9,217 9,069

退職給付引当金 55 40

役員退職慰労引当金 468 465

その他 1,011 944

固定負債合計 12,954 12,672

負債合計 30,626 25,793

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 1,371 2,228

自己株式 △1,498 △1,365

株主資本合計 3,739 4,730

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16 18

繰延ヘッジ損益 △184 △212

為替換算調整勘定 △6 △105

評価・換算差額等合計 △174 △299

新株予約権 41 38

少数株主持分 241 186

純資産合計 3,849 4,656

負債純資産合計 34,475 30,450



（２）【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

売上高 10,090 9,806

売上原価 8,037 7,203

売上総利益 2,053 2,602

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 668 285

運賃 930 845

報酬及び給料手当 660 670

賞与引当金繰入額 58 52

役員退職慰労引当金繰入額 8 3

雑費 1,128 1,256

販売費及び一般管理費合計 3,454 3,114

営業損失（△） △1,401 △511

営業外収益

受取利息 5 1

デリバティブ収益 － 13

固定資産賃貸料 19 20

雑収入 46 24

営業外収益合計 70 60

営業外費用

支払利息 312 287

雑損失 94 158

営業外費用合計 406 446

経常損失（△） △1,736 △897

特別利益

新株予約権戻入益 － 14

特別利益合計 － 14

特別損失

関係会社株式評価損 2 －

投資有価証券評価損 43 3

関係会社株式売却損 4 －

減損損失 3 1

特別損失合計 53 5

税金等調整前四半期純損失（△） △1,789 △888

法人税等 △691 △395

少数株主利益 27 44

四半期純損失（△） △1,126 △538



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,789 △888

減価償却費及びその他の償却費 618 623

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 1

減損損失 3 1

支払利息 312 287

売上債権の増減額（△は増加） △354 △363

たな卸資産の増減額（△は増加） △550 △565

仕入債務の増減額（△は減少） 277 86

その他 △140 88

小計 △1,617 △727

利息の支払額 △315 △293

その他の支出 △121 △92

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,053 △1,113

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △158 △282

関係会社出資金の払込による支出 － △289

貸付けによる支出 － △281

その他 △96 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △254 △922

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,522 4,195

長期借入れによる収入 2,530 3,007

長期借入金の返済による支出 △2,578 △2,686

社債の発行による収入 － 583

社債の償還による支出 △335 △415

自己株式の取得による支出 △131 △263

配当金の支払額 △303 △297

その他 △110 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,593 4,053

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,286 2,023

現金及び現金同等物の期首残高 836 1,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,123 3,139



該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 1,605 2,262 2,228 △1,365 4,730

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額

剰余金の配当 △297 △297

四半期純損失（△） △538 △538

自己株式の処分 △21 130 108

自己株式の取得 △263 △263

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － △857 △133 △990

当第２四半期連結会計期間末

残高
1,605 2,262 1,371 △1,498 3,739



【訂正前】

１．平成22年３月期第２四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（財）財務会計基準機構会員

平成22年３月期 第２四半期決算短信
平成21年11月６日

上場会社名 株式会社 雪国まいたけ 上場取引所 東

コード番号 １３７８ URL  http://www.maitake.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)  大平 喜信
問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼執行役員管理本部長 (氏名)  山本 忠義 ＴＥＬ025－778－0111
四半期報告書提出予定日 平成21年11月13日 配当支払開始予定日 －

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期第２四半期 9,806 △2.8 △512 － △897 － △537 －

21年３月期第２四半期 10,090 － △1,402 － △1,736 － △1,123 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年３月期第２四半期 △15.21 －

21年３月期第２四半期 △37.04 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年３月期第２四半期 35,632 5,005 13.3 133.55

21年３月期 31,605 5,811 17.7 187.50

（参考）自己資本 22年３月期第２四半期 百万円4,721 21年３月期 百万円5,586

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

22年３月期 － 0.00

22年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 無

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,800 4.6 2,720 109.3 1,970 267.7 1,030 615.7 29.19

(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無



４．その他

［新規 社（社名 ）除外 社（社名 ）］

［(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］

［(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］

(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

［(注)詳細は、５ページからの【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。］

(４) 発行済株式数（普通株式）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１ 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成しておりますが、実際の業績は今後様々な要因によ

って予想数値と異なる場合があります。

２ 当社は、平成21年４月１日付で株式１株につき1.2株の株式分割を行っております。当該株式分割が前連結会計年度

の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期連結累計期間に係る１株当たり四半期純損失金額は

△30.86円であり、前連結会計年度末の１株当たり純資産額は156.25円であります。

(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無

－ －

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 有

①  会計基準等の改正に伴う変更 無

②  ①以外の変更 有

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 22年３月期第２四半期 38,890,375株 21年３月期 32,408,646株

②  期末自己株式数 22年３月期第２四半期 3,535,138株 21年３月期 2,614,852株

③  期中平均株式数(四半期連結累計期間) 22年３月期第２四半期 35,287,164株 21年３月期第２四半期 30,329,778株



当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部には景気回復の兆しが見えつつあるものの、企業収益の減少

から雇用情勢は急速に悪化し、先行きの不透明な状態が続いております。このような経済環境の中、消費者の生活防衛

意識の高まりから低価格志向・節約志向が急速に進み、個人消費は大きく落ち込む結果となりました。

当社グループにおきましても、こうした個人消費の悪化に加え、天候不順による需要の落ち込みなども影響し、総じ

て厳しい販売環境となりました。その中で当社グループは、品質や安全性からの商品価値の訴求に取り組むと共に、小

型パックの商品化等の消費者ニーズに応えた販売戦略を展開してまいりました。その結果、茸の国内売上高は、まいた

けが33億29百万円（前年同期比2.6％減）、えりんぎが19億８百万円（前年同期比0.3％減）、ぶなしめじが20億１百万

円（前年同期比0.6％増）となりました。

海外（中国）で生産・販売を行っているえのき茸は、工場増産による出荷量の増加の効果から売上高は３億34百万円

（前年同期比19.2％増）と増収となりました。

もやしの販売は、景気悪化が進む中で安価な食材として一時的に需要が伸びたものの、一方では野菜が潤沢に出回っ

たことによる青果相場下落の影響もあり、売上高は７億91百万円と前年同期と横ばいの実績となりました。

一方コスト面では、前年において穀物価格や原油価格が高騰したことを背景に、使用済み培地の再利用や燃料使用量

の削減対策が進んだことと、生産・販売両面から製品化率の改善＝ロスの低減や2002年完成した第４バイオセンターの

機械装置等のリース期間満了に伴う賃借料の減少等から、製造原価の低減が実現しました。販売費及び一般管理費につ

きましても、あらゆる角度から費用削減に取り組んだ結果、大幅なコストダウンが図られました。

もやしの製造を行う株式会社雪国バイオフーズにおきましても、エネルギーコストを中心に製造原価

の削減が進み、利益率の改善が図られました。 

この結果、当第２四半期の売上高は98億６百万円（前年同期比2.8％減）と若干の減収となりましたが、営業損益は

５億12百万円の損失（前年同期は14億２百万円の営業損失）、経常損益は８億97百万円の損失（前年同期は17億36百万

円の経常損失）、四半期純損益は５億37百万円の損失（前年同期は11億23百万円の純損失）と、いずれの段階損益でも

改善が図られました。

【参考】事業別売上高

・定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

事業の種類

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

まいたけ 3,329 97.4

えりんぎ 1,908 99.7

ぶなしめじ 2,001 100.6

その他生茸 334 119.2

生茸事業 7,573 99.6

加工食品事業 465 100.9

もやし事業 791 100.0

その他食品事業 617 75.4

食品事業計 9,448 97.7

その他の事業 357 86.0

合計 9,806 97.2



（財政状態に関する分析）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて13.2％増加し、356億32百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて59.5％増加し、97億14百万円となりました。これは主に、現金及び預金が19

億69百万円、受取手形及び売掛金が３億62百万円、商品及び製品と仕掛品が５億94百万円、繰延税金資産が３億91百万

円増加したこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、259億円となりました。これは主に、有形固定資産が１億55百

万円、中国現地法人に対する関係会社出資金が２億89百万円増加したこと等によります。

負債の部では、流動負債が、前連結会計年度末に比べて34.7％増加し、176億72百万円となりました。これは主に、

運転資金として調達した短期借入金が43億84百万円増加したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、129億54百万円となりました。これは主に、長期借入金が１億

47百万円、長期リース債務が１億26百万円増加したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて13.9％減少し、50億５百万円となりました。これは主に、剰余金の配当２

億97百万円と四半期純損失５億37百万円の計上による利益剰余金の減少等によります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は11億13百万円（前年同期比45.8％減）となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純損失８億87百万円（前年同期17億86百万円の純損失）等によるものでありま

す。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は９億22百万円（前年同期比262.0％増）となりま

した。これは主に、関係会社出資金の払込みによる支出２億89百万円及び貸付けによる支出２億81百万円（前年同期

比799.3％増）等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の収入は、40億53百万円（前年同期比12.8％増）となりま

した。これは主に、短期借入金の純増加額41億95百万円（前年同期比7.2％減）及び社債の発行による収入５億83百

万円等によるものであります。

当社グループは、本年11月より当社の「雪国まいたけ」「雪国えりんぎ」「雪国ぶなしめじ」や「雪国もやし」にキ

ャベツ、にんじん等の生鮮野菜をミックスした加熱調理用カット野菜の販売を開始いたしました。手軽に調理に使え、

無駄のない経済的な食材であり、当社の「茸」や「もやし」と同じく、自社による残留農薬検査等を実施した安全な商

品で、消費低迷が今暫く続くことが見込まれる中で、消費者ニーズに合致した商品として期待しております。発売時は

３種類の商品となりますが、今後は、色々な料理に合わせた品揃えを進めると共に、カット野菜用の調味料のセット販

売も計画しており、まいたけエキスを抽出して製造した当社の健康食品「ＭＤフラクション」を全調味料に入れるなど

「雪国まいたけ」ならではの商品開発を進めていく予定であります。

通期の業績につきましては、これらの新商品の売上増加の影響等も踏まえ、平成21年10月14日付「業績予想の修正に

関するお知らせ」において公表いたしました業績予想値を見込んでおります。

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財務諸表等

における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．重要な繰延資産の処理方法

（社債発行費）

従来、支出時に「営業外費用」として全額費用処理しておりましたが、今後の社債による資金調達の大型化と社

債発行費の金額的重要性が増すことに鑑み、より適正な期間損益計算を行うため、第２四半期連結会計期間より、

社債の償還までの期間にわたり利息法による償却方法に変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の「経常損失」及び「税金等調整

前四半期純損失」は、それぞれ16百万円減少しております。第１四半期連結累計期間は、社債発行費に該当する取

引がなかったため、第１四半期連結累計期間に係る四半期財務諸表に与えている影響はございません。

２．表示方法の変更

（四半期連結貸借対照表関係）

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府

令第50号）が適用となることに伴い、前第２四半期連結会計期間において、「商品」「製品」「半製品」として掲

記していたものは、第１四半期連結会計期間から「商品及び製品」と掲記し、また、「原材料」及び流動資産の

「その他」に含めて表示しておりました「貯蔵品」（前第２四半期連結会計期間は17百万円）は、「原材料及び貯

蔵品」として掲記しております。なお、当第２四半期連結会計期間におけるそれぞれの金額は、「商品」２億48百

万円、「製品」６億83百万円、「半製品」３億19百万円、「原材料」４億６百万円、「貯蔵品」24百万円でありま

す。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「デリバティブ収

益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「デリバティブ収益」は０百万円であ

ります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお

りました「貸付けによる支出」は、重要性が増加したため、当第２四半期累計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「貸付け

による支出」は△31百万円であります。

４．その他



５．【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成21年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,164 1,195

受取手形及び売掛金 1,727 1,365

有価証券 100 －

商品及び製品 1,252 1,037

仕掛品 1,777 1,397

原材料及び貯蔵品 431 456

繰延税金資産 532 140

その他 771 537

貸倒引当金 △42 △40

流動資産合計 9,714 6,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,423 13,699

土地 7,910 7,904

その他（純額） 2,280 1,855

有形固定資産合計 23,614 23,458

無形固定資産 228 237

投資その他の資産

その他 2,158 1,917

貸倒引当金 △100 △98

投資その他の資産合計 2,058 1,819

固定資産合計 25,900 25,515

繰延資産 16 －

資産合計 35,632 31,605



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成21年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 587 454

短期借入金 14,130 9,746

未払法人税等 29 134

引当金 219 217

その他 2,705 2,568

流動負債合計 17,672 13,121

固定負債

社債 2,202 2,152

長期借入金 9,217 9,069

退職給付引当金 55 40

役員退職慰労引当金 468 465

その他 1,011 944

固定負債合計 12,954 12,672

負債合計 30,626 25,793

純資産の部

株主資本

資本金 1,605 1,605

資本剰余金 2,262 2,262

利益剰余金 2,527 3,383

自己株式 △1,498 △1,365

株主資本合計 4,896 5,885

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16 18

繰延ヘッジ損益 △184 △212

為替換算調整勘定 △6 △105

評価・換算差額等合計 △174 △299

新株予約権 41 38

少数株主持分 241 186

純資産合計 5,005 5,811

負債純資産合計 35,632 31,605



（２）【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

売上高 10,090 9,806

売上原価 8,037 7,203

売上総利益 2,053 2,602

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 668 285

運賃 930 845

報酬及び給料手当 660 670

賞与引当金繰入額 58 52

役員退職慰労引当金繰入額 8 3

雑費 1,129 1,258

販売費及び一般管理費合計 3,455 3,115

営業損失（△） △1,402 △512

営業外収益

受取利息 5 1

デリバティブ収益 － 13

固定資産賃貸料 19 20

雑収入 46 24

営業外収益合計 70 60

営業外費用

支払利息 312 287

雑損失 93 157

営業外費用合計 405 445

経常損失（△） △1,736 △897

特別利益

新株予約権戻入益 － 14

特別利益合計 － 14

特別損失

関係会社株式評価損 2 －

投資有価証券評価損 43 3

関係会社株式売却損 4 －

特別損失合計 50 3

税金等調整前四半期純損失（△） △1,786 △887

法人税等 △691 △395

少数株主利益 27 44

四半期純損失（△） △1,123 △537



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,786 △887

減価償却費及びその他の償却費 619 623

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 1

支払利息 312 287

売上債権の増減額（△は増加） △354 △363

たな卸資産の増減額（△は増加） △550 △565

仕入債務の増減額（△は減少） 277 86

その他 △140 88

小計 △1,617 △727

利息の支払額 △315 △293

その他の支出 △121 △92

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,053 △1,113

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △158 △282

関係会社出資金の払込による支出 － △289

貸付けによる支出 － △281

その他 △96 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △254 △922

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,522 4,195

長期借入れによる収入 2,530 3,007

長期借入金の返済による支出 △2,578 △2,686

社債の発行による収入 － 583

社債の償還による支出 △335 △415

自己株式の取得による支出 △131 △263

配当金の支払額 △303 △297

その他 △110 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,593 4,053

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,286 2,023

現金及び現金同等物の期首残高 836 1,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,123 3,139



該当事項はありません。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 1,605 2,262 3,383 △1,365 5,885

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額

剰余金の配当 △297 △297

四半期純損失（△） △537 △537

自己株式の処分 △21 130 108

自己株式の取得 △263 △263

当第２四半期連結会計期間末

までの変動額合計
－ － △856 △133 △989

当第２四半期連結会計期間末

残高
1,605 2,262 2,527 △1,498 4,896
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